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８月23日、尼崎医療生協病院で避

難者健康診断を実施しました。兵庫

民医連では、原発事故の放射能の被

害により兵庫県に避難された被災者

のニーズに応え、甲状腺エコーを含

む健康診断（県連内の事業所で2013

年８月から年に２回実施）を行い、

今回で５回目となります。

当日は44人19家族（内科20人小児

科24人、避難元別では福島県10人、

茨城県２人、栃木県１人、千葉県８

人、埼玉県４人、神奈川県３人、東

京都16人）が受診されました。医師

体制は内科２診、小児科３診、前回

から参加の眼科検診で、今回も兵庫

民医連+保険医協会+ボランティア

で総勢49人での体制となりました。

医学生からは、レクリエーション

で子どもたちを和ませたり、問診に

も同席し、「事故の影響を目の当た

りにして、たくさん感じたことはあ

りますが言葉にできません」との感

想で、貴重な経験ができたようです。

子どもたちには青年ジャンボリーの

職員が、遊具を使った遊びで迎えま

した。はじめはこわばった面持ちで

来られた受診者の皆さんは、「民医

連のみなさんがこうして健診をして

くださるからここに居られる」と、

とてもすっきりとした表情をされて

いました。兵庫県弁護士会にも協力

いただき、相談コーナーでは２家族

の住宅支援問題等で対応をしていた

だきました。

職員からは「被ばくへの不安に理

解のない医療への不信から、受診が

妨げられている子どもたちの存在に

心が痛む」「目には見えない被害（放

射能）…改めて実感した。健康を補

償する義務を、東京電力や国は責任

を果たすべきだ」「県連の取り組みと

して、今後、避難者健診を開催する意

義を各法人に今以上、浸透していく

事が必要」「この健診の背景にある原

発問題に医療者として向き合ってい

くことの重要性、民医連がとりくむ

ことの意義、社会的使命をあらため

て感じました」等感想が出されまし

た。（被ばく対策委員 松本理花）

兵庫民医連第５回
避難者健康診断

背景にある原発問題に
医療者として
向き合っていく

【応募のきまり】

まちがいさがし

まちがいが７カ所。どこにあるでしょう？

10月 小彦あんず作
正解者のうち５名の方に

図書カードを差し上げます。

▲

保険薬局グループ・マスコッ

トの名前 かわいいですね。

「ぴぃー」ちゃん、薬局で平

和を願い可愛い笑顔で活躍し

て下さいね�

安田尚実（尼崎医療生協病院）

▲

「生存権」の話、いつも興

味深く読んでいます。私一人

だったらあきらめてしまうか

も。ＭＳＷさんって本当に頼

りになりますね。

鵜尾郁代（ひまわり診療所）

▲

手持ち花火を家族で楽しん

だ後、「今日の花火、楽しかっ

たね。何本ぐらいしたと思う？」

って幼稚園の娘に聞くと「ひゃっ

ぴょん（百本）」と自信満々

に返ってきた。言い間違いが

可愛いかったので繰り返し聞

くと、やっぱり「ひゃっぴょ

ん」と返ってきた。「トウモ

コロシ」「テビリ」など、可

愛い言い間違いがたくさんあっ

たのに今ではほとんどなし。

「成長したなぁ」と嬉しく思

う反面、たまに出会う言い間

違いがいとおしい今日この頃。

岡野哲也（東神戸病院）

▲

大腸のポリープを撮る為、

５年ぶりに東神戸病院に入院

しました。（ポリープは良性

で問題なし）あらためて医師、

看護師をはじめスタッフの熱

心さと親切さを感じました。

また、酒を止めれば血糖値が

私の場合、正常値に近くなる

ことを72才にして学びました。

李 章二（神戸健康共和会OB）

▲

毎年９月に近畿・北陸・東

海の衛生士交流会があります。

今年も参加させて頂きました。

他院所のいろいろな取り組み、

同じような悩みなどを話すこ

とができ、有意義な時間を過

ごせました。

永井ひとみ（共立歯科）

� � �

� � �

読者の声

〈締切〉2015年11月10日（火）

◇当選者は2015年12月号に掲載。

〈応募〉１人１通。はがき又はＥメールで。

氏名、院所名（職場・職種）、ＯＢの方は在

職時の法人名を記入の上、下記へ送付して下

さい。

〒650-0047神戸市中央区港島南町5丁目3－7

兵庫民医連ニュース「クイズ」係

☆Ｅメール：kikansi@hyogo-min.com

※余白に、①興味深かった記事と感想、②事

業所での取り組み紹介、③近況、④ニュース

へのご意見等、お書き下さい。

■８月号の正解者は９

名でした。

右の５名の方に図書

カードを進呈。

①児玉やすの （協同歯科）
②藤井 妙子 （ふれあい薬局板宿）
③小島亜季恵 （東神戸病院）
④岡野 哲也 （東神戸病院）
⑤安田 尚実 （尼崎医療生協病院）

まちがいさがし８月号の答え
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子どもたちに、医療を知ってもらうために 尼尼 崎崎 医医 療療 生生 協協

８月28日（金）、夏休み子どもカル

チャー教室「知ってびっくり！体の

しくみ★体のふしぎ」を開催し、小

学生と保護者15人が参加しました。

この企画は、小学生の健康への関心

を高め、医療に携わることの素晴ら

しさを知ってもらうことを目的とし

ています。講師は、画像診断科・検

査科・リハビリテーション科の職員

です。

まず、参加者に、職員による出演・

作成のビデオを見て、入院患者が退

院までどのように過ごしているかを

知っていただきます。その後、２グ

ループに分かれ、画像診断・検査・

リハビリテーションの３講座を回り

ます。講座の主な内容は、血液細胞

の顕微鏡観察、松葉杖・車椅子体験、

消化管についての話です。

参加者からは、「いろいろなもの

を顕微鏡でみておもしろかった」

「腸が長かったからびっくりした」

「骨は大事だとあらためて思いまし

た」等の感想が寄せられました。

（組合員活動部 二宮尚子）

「住み慣れた家や地域で最期まで」の
実現をめざして

姫姫 路路 医医 療療 生生 協協

９月11日（金）、イーグレひめじで

『秋の生協強化月間スタート企画＆

第17回介護・医療フォーラム』を開

催しました。

冒頭、今年度の生協強化月間方針

を推進委員長の福居副理事長が説明。

幸せな長寿社会を実現するためには、

安心して頼れる介護・医療サービス、

地域での支え合いが必要不可欠であ

ること。いま医療生協の役割と活動

が期待されていること。そして、そ

れを担う私達一人一人の出番である

と強調しました。

続く『介護・医療フォーラム』で

は、だいとうクリニック院長の大頭

信義氏に「住み慣れた地域で最期を

迎えたい…家で死ぬということ」と

題してご講演いただきました。

最期を自宅で迎える準備段階の

「老齢期」に必要な心構えや対応に

ついて、ご自身の体験談にユーモア

を交えながらお話いただき、笑い声

の絶えない会場は、暗く重い印象の

『死』についても楽しく学ぶことが

できました。

参加者からは、「亡くなった親が

最期は家で死ぬと言った気持ちが理

解できた」などの意見が寄せられま

した。

（総務部 藤木祐弥）

夏休み子どもカルチャー教室「知ってびっくり！体のしくみ★体のふしぎ」開催

社社会会福福祉祉法法人人駒駒どどりり北区特養 駒どりの郷

建設運動をさらにひろげて
神戸市北区西大池での特養ホーム、

駒どりの郷（特養80室・ショートス

テイ10室・デイサービス30名）の

2016年４月オープンまで、６ケ月と

なりました。駒どりの職員・友の会

をはじめ、神戸医療生協・クリエイ

ト兵庫・神戸健康共和会・東神戸医

療互助組合の方々と一緒に運動をひ

ろげています。

建設は２階躯体工事に取りかかっ

ており、物品・備品の業者の入札も

行いました。寄付は1300万円を超え、

各法人で目標を掲げて個人寄付や物

品販売など工夫を凝らした寄付金運

動が広がりつつあります。職員の確

保は50人確目標に対し15名の状

況です。９月20日には施設周辺

の全戸にチラシ配布の行動を、

法人をこえた共同の取り組みで

行いました。

周辺の地域の方からは、入居

問合せもいただいています。こ

れまでも地域での宣伝や新聞折

り込み、介護懇談会など行ってきま

した。今年10月より居宅介護支援事

業所「駒どりの郷 介護相談室」を

開き地域の要介護者の相談にもお応

えできるようにしていきます。

また９月３日からは介護職員初任

者研修を「いろどりの家・大池」で

開催。９名の受講生でスタートし、

テキストやＤＶＤを観ながらの研修

で介護職の基本を学びはじめていま

す。開設まであと半年の中で、建設

とあわせて職員の確保と育成をすす

めるための北区への地域行動も計画

しています。（駒どり 岸本和則）




